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簸川李野天然ガス試掘井，（R－3）調査報告聾

九里尚一縣本島公司甚鞘

　　　　　　　　　　　R6sum6
Ele¢重rical　and　Geoeheh戚cal　Surveys　at　the　Test　Well　No．3，in　the

　　　HikawaNatura1GasField，ShimanePrefec加re

by

Sh6ichi　Kunori＆K6Ji　Motojima

　　Electrical　and　Geochemical　Surveys　were　carried　out　in　March1952，at　R－3test　well

f・rnat“ralgasintheHikawaPlai恥ShimanePrefectur動andthewriters・btainedthe
data　as　shown　in　Fig．2．

　　Natural　gas　exists　ma1nly　in　the　upper　Quatemary　beds，which　overlie　the　Ter・

tiary　sandy　beds．

　　The　presence　of　a　remarkable　bed　known　by．electrical　coring　and　chemical　analysis・

recognizedatth自baseofthatyoungerformationabout70mdeep，anditshowshigh
resistivity　and　Iow　content　o至dissolved　CH4．

　　The　production　of　gas　and　water　measured　by　air　lift　are　as　foIlows．

　　geology

　rdepth（m）
’V　gas（m3／day）

V　water（m3／day）

　G．W．R。．
Twat㊦r（。C）

　　PH
　Cl一（mg1：L）

No．1well
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85－300

20±

20±
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『
7
．
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4，770

：N・・2w¢11

Quatemary

　62
　82－123
　200－260

　1：2十
　14。6一
　』7．6

　150　　This　observed哩data　of　No．2well　are　the　same　as　expected　by　the　geochemical　sur一．

vey　which　was　conducted，before　the　drming　of　these　test　wells．

　　　　　　　1．緒　　言
　簸川李野の天然ガスは昭和18年1）および24年2）に概

査されたが，その結果より精度の高い調査を実施し，さ

らに試掘井を掘繋して地質と含ガス歌況とをたしかめる

ことカミ切望されたo’

　昭和25年3）4）》ら26年5）にわたつて，地質調査所と

島根犬学によつて地化学および地表地質の調査が実施さ

れ，その結果を参照して，R級，2，3の3井がそれぞれ

第1図の位置に選定され，前2者はすでに昭和25年度

中に完成し，掘止深度200m．4”井戸側管仕上げを施

こし。，ガスリフトに、よつて，

　　　　産ガズ量　　　Ca．200m3／d／w

　　　　水量　Ca．800m3／d／w
　　　　G．W．R．’　　Ca．－1：4

＊1島根縣磨依頼調査，議表許可昭和27年7月

＊＊元所員
＊綿燃料郎～

なる結果を得た。

　このたびの調査は島根縣の依頼により，昭和27年3

月下旬に8目聞の日程をもつて，第3号井に対して行わ

れた一もので，その目的は電気槍暦を実施し，これを掘進

中に得た各種のデータとを対決させて，採ガスを試験す

る最良の方法を見出して，その條件下においていかなる

数値が測定されるかを求めて・ガス田の償値を決めるこ

とにあつた。

本調査には地質調査所金原企画課長6島根大学学長山

根博士の御指導に負うところが多々ある。、またこg報告

のデータ中には島根縣の赤木・飯塚両技鮫の測定したも

のがある。記レて謝意を表したい。’

2．位置・深度・その他

2．1・位置　出雲市江田町にあるQ一畑電鉄遙堪駅南

方約500m－¢）道路ぎわに位する（第1図R－3）。

2．2深度　掘止深度300m通甕省助威井
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第1圖　島根縣簸川李野天然ガス試掘井位置圖

で

2．3掘馨会肚・富士墾泉株式会赴（千葉縣茂原市），

　　　　3．地質および地化学的特徴の概略

　北山山脈を構成する第三紀暦の一般走向はNWW－

SEEであつて，その岩相は黒色頁岩・角礫凝次岩・油性頁

岩・緑色擬友岩・砂岩等で・その中へ石英粗面岩・安山岩・

閃緑岩等が噴出している。北山山脈の周辺には・新第三

紀暦といわれる暗友色塊状泥岩があるQ

　沖積暦は砂・粘土・泥岩からなつていて・特鱒砂の多い

ことがこの辺の特徴であつて，斐伊川の蓮搬になるVery

Coarse　Sand（おもに石英砂）が顯著である。

　簸川李野の沖積暦中の地下水は，東部久木地区のC1／

2，000mg／L以上の含ガス地域と，西孚部の200mg／L

以下の地域とに2大別される。そしてこの2大別は含ガ

ス水のpHについてもまた顯著であつて，前者ではpE

，6．6以下，後者では微弱アルカリの地帯にガスが存在し

ているo

　翠一3井附近の孚径500m以内の坑井における地下水

の性質・ガス量等を示すと，つぎのようになる。いずれ

，も地質は沖積暦であつて，深度に対鷹させて示してみ

た（飯塚技師分析）。

1．

2．

3．

4．

5．

坑井深度
　m　一

7．0

43，6

45．2

58．1

65．4

ガス量
m3／d

O．07

1．29　F

4．3

8．6

0．0

水量
m3／d
74．8

64．5

68。8

30．1
τ
6 4．5

4．調査および測定方法

水濫
OC

15．4

17．0

17．2

17．4

17．8

　物理探査（電気探査法）は，自然電位法・比抵抗法のほ

か坑井丙測温も実施した。電気槍暦はドライブ管（深度

30m）以†の地層に対して，1mごとに実施したd電極

間隔は80cmに選び，ギッシ、ユルニー式比抵抗装置を

使用した。自然電位の測鷲こは硫酸銅電極を使用し，や

はり坑井内の1m間隔に実施した。Bore　holeの径は

192mまでは140m／mφ，251mまでは120mlmφ，300m．

までは85m／mφで菊つて，附近の粘土を用）・てつくつ

ーた泥水を坑井内に充たしておいたo測温に・は50Ω白金

抵抗温度計を使用して5m間隔に実施した。

　化学的測定には掘墾中の泥水中の溶存CH4を測定し。

また坑井のリーミソグに際しては，dissolved　CH4のほ

かに，C1｝量も定量して参考とした◎

5．・R－3の坑井地質

　第2図に示すような地質柱状図が得ちれた。沖積層ば

深度71．80mまでであつて，その上部の30。2mまで

は伽e《・coarse　sandであり，30．2～50．95mまでは有

機質物（植物）を多くもつ泥圭であつて特徴的であ嶺以

下65．5現までは次色砂質粘土であるが，その直下に，

第三紀暦上に乗つている基底礫岩の礫がくる。その大き

さは直径10cmに達するものもあるらしく，礫は肉眼

観察によると・北方の北劇騨構成する岩石に似て・・

石英斑岩・珪岩，時に閃緑岩がある。

　第三紀暦の上部は，凝茨質細砂岩がおもであって割合

に硬い。170m以下では時々石茨質細粒砂岩になつてく

るが，また凝荻質に移る，ところもあり，190m±々・らは．

褐炭化された木片が見出さ訓たQ暦理の判然としたもの

は1つもないが，節理との区窃のつかぬものに70±5”

程度のものが4ヵ所で測定できた。

　3．の表中の1・は最上部，2。3．は黒色泥土中・4・は

砂質粘土の砂質部，5．は基底礫岩の中の水を代表するも

のと考えるo　L～4．がガスをもつものであつて，水の垂

直的特徴がよくわかる。CI一は2．～3．よりも5．に多

い傾向がみられるが，なお500mg∫’Lを・こえない。この

ことは後に重要になる。

pH
7．6

7．5

7．4

7．7

7．5

Cl－

mg！L
148

101

101

167

241

Ca＋＋

mg／L
30．9

50．2

28．3

24．4

HCO3剛
mg／L
540

495

486

670

345

6．測定結果とその解析

　備考
自噴井，竹管

　　〃
，〃

〃

〃

　測定結果は第2図に示してある・地質柱歌図・ガス徴・

diss．CHJn　mud・water等から，「沖積暦中には3に

のべた程度のガスの存在を期待した。しかし基底砂岩中
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第2圖　島根縣簸川李野試掘3號坑井資料圖

にはほとんどガスがないと判定した。』また第三紀層中に

は掘進中のdiss．CH4の曲線では広ピークがみとめられ

るが，これを繋井日誌と対懸させると，多くは掘馨開始

後間もなくあらわれているので，沖積暦のギスを測定し

ている可能性が大きく，第三紀層中のガスは大したもの

でないのではないかと推定したoさらに，北山山脈にみ

られるような第三紀の地質から期待できるメタン系天然

ガスには，附随水の少ないものが考えられる◎この時に

はガス圧の強いことが．産ガス量を増大させる原動力で

ある。しかるに坑井の拡掘（リーミソグ）に際しては，先

』に得たdiss．CH4のカーブと細部については反対のもの

もある。ガス圧が大きければ，いくら掘墾中の泥壁が厚

　くとも・リーミングに際しては・拡掘相懸のdi鰍C璃

はあらわれるはずである。これらのデータとり一ミyグ

中の泥水CI一量測定で，常に邊泥水より坑口泥水中の

CI一が10mg／L程度大きいことから，若干の第三紀水

は1（しかもC1～は4，000mg／L程度であろうと概算され

る）あるにしても，その水量は大して多くないだろうと

推定した。このよ5に考えてくると，探ガス試験を行う

には第三紀暦中のものと1沖積暦中の65ボ5m以浅のも

のに対して行うべきであると結論づけられるo詳細に

diss．CH4の曲線をみれば第2図の細線で示されるよ〉

に，コァー掘中にも拡掘中にも，それぞれ対鷹する山と

谷がみられる。大きくみればそのサイクルほ一致する。

これらを上右よりA，B・…・Hと命名すれば・Aは神積『

層の黒色粘土暦と砂質粘土中にみえるピー”である。B

の谷は基底礫岩の影響で2コアー掘中は泥壁があらされ』

る関係が，若干（約30m）下方へずれるが，リーミング時’

にはほとんど地質とずれない。谷頂は110m前後にあ

らわれるので，後述の電気槍暦の自然電位S．P．と比抵

抗ρ曲線からの基底水浸入の推定とほとんど一致して

いる。Cは山であり，Dは谷であつて，後者は石次質砂’

岩に移化するどころであり，Eは山，・Fは谷に相当し，

づぎのGは山，1｛は谷であるが，いずれも独立に求め

た，地質柱状図上における岩相変化部に相当するサイグ

ルをくりかえ屯ていることは，注目すべきである◎前述：

した掘難開始時のピーク（日変化）を少しでものぞく意昧

で，約10～5mおきにあらわれる小山形の谷を結んでy

第2図の点線によつて示される曲線を得た。これはやは

りほとんど（i）の細線で示された山と谷との李均，お
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、ヤ

　　　よび（ii）の細曲線と向傾向であつて，注目される。そ

　　　・のピークの最大は120’》160mの約1％≠6cc　CH4／二

　　　mud　waterであるが，ここは基底礫岩地下水の第三紀

　　　層への浸入が考えられる直下なので，ガス賦存上からは

　　　．あまり良好でないQ覧

　　　　ρぎに電気楡暦の測定結果を第2図から読みとると，

　　　まず第1に注目されるもgとしては，深度120mを境
　　　界として上ざの自然電位β。P．の基線が，明らかに推移

　　　していることであつて，これから120m以浅にそれ以．

　　　下の水よりも，電解質の少ない地下水が存在しているこ

　　　とがわかる。これをさらに詳細に槍討してみると，第三
、

　　　紀層と沖積暦との間にくる基底礫岩の部に，すなわち

　　　GOm±，70m±附近に比抵抗ρ、の高いものがあるが，

　　　この暦の地乍水は3，4章にのべたように，泥水よりも

　　　●電解質が少㌃い故を㍉自然電位は正電位を示すものと思

　　　われる。これは普通にみられる負電位を示す場合と反対

　　　め場合で珍らしい6）。さらにこの基底礫岩の水が，第三

　　　紀暦中まで影響をおよぼしているらしいことが，S．P．お

　　　，よびρ曲線から考えられる。特にρ曲線は70mより

　　　120mまで順次ρの値を減ずる。すなわちbasal　con・

　　　二glomerateの地下水が重力（被圧地下水の被圧の原因も

　　　1．重力にある）のために，第三紀砂岩中へ滲透し，途中順・

　　　．次電解質物を得てゆくとすれば，ρの美しい曲線は説明

　　　』できる。

’　　　　120m．域深の暦では150m，180mの暦において，

　　　・やや高い比抵抗を示すが，・前者はdiss．CR4曲線の山

　　　くC），後者は谷（D）に相当する。自然電位は電車の影響

　　　　と考えられるものを除くと，ほとんど変化はない。岩質

　　　は170m附近から以下順次凝友岩の間に，石灰質砂岩が

　　　・みられるところである◎

　　　　電車の遙堪駅通過時刻は著しい負電位が観測されるの

　　　で，その時刻には測定を中止したQそれでもなお230m。

　　　」255m，290m等にまだその影響が少し残つており，電

　　　イ立の指示が不安定であつた。

　　　　深度250～270mにおいては，含有水が相当多量にあ

　　　ると思われる比抵抗の低い3．2Ωmの地暦がある。この

　　　　うち250mは，diss．CH4の山（G）に相当していて興

　　　昧がある。泥永の比抵抗を測定し，電極間隔の長いもの

　　　　を測定して・第3曲線等からTi琴ierの方法より含水率・

　　　孔隙率等を推定し，とれを岩蕊分析の結果と対比するこ

　　　、とは今回省略した7）。

　　　　温度測定は一般に変化少なく，最底部に著しい濫度上

　　　・昇22．80Cをみる以外，ほとんど190Cで一様である◎

　　　　とれはり一ミング後3時間という短時間で測定を開始し

　　　たた菊かとも思われる◎自噴水を坑口でアルコPル温度

計とともに同時に測定したところ，両者とも17．40Cで

同一の温度を示し，一致した。

7．坑井仕上げ法の決定

以上の測定結果と推定から，つぎのことが考えられる。

1）採ガス試験には絶対に基底礫岩の非含ガス・被圧

地下水は水止しなければならない0

2）沖積暦にはガスがある。

3）ρ，S．P．曲線から基底礫岩り伏流水は，’120mま

では第三紀厨中へ影響をおまぼしている0

4）馨井状況からして・第三紀暦の試瞼を行うには・

盲管を第三紀暦中に降入して管底でセメソティングを行

う。この深度はS．P．，ρ．から 120mの深度以下が理想

的であるo　boreholeにストレーナーは不要であろう0

5）　したがつて沖積層の探ガス試験を行うには，別に

孫井戸をそばに掘つて・ス』トレーナFを切つて探ガスを

行うべきである。この時の掘止深度は最深64m位にす

ること0

6）、ケーシングは内径4”級とし，injection　pipeの

長さは50～60mとすること・

7）以上から第2図のような沖積暦と第三紀暦とを別、

々に試験する配管を決定した。’　　一

8．結　論
以上電気強層・地化学測定・岩蕊強査等から，ガス井仕

上げと測定の基準を決定したので，現地り島根縣聴技師

に仕事を申しつぎ，充分な試験を行つてもらうための基

礎的資料とすることができ’た。

　　　　　　　　、（昭和27年3月調査）

　　　　附記　操ガス試験の結果r

赤木・飯塚両技齢が坑井完成後に測定した値は，つぎ

のごとくであつた。　　（昭和27年4月18～20日）

A．第三紀暦ガス井　B．沖積暦ガス井

深　度一

ガス量

水　量
G．W．R．

水

水

pH
C1一

位

温

NH4＋
HCO3『

freeCO2

85m以深　　　62m以浅
2±　m3／d　82《ノ123m3／d
2±　　　　　　〃’　　　　　200｛’260　　〃

『1：1　　　　　　　1：2±

一19．25m　　　－0。15m

　18．O　OC　　　　　　　　14．60C

　7．9　　　　　7．6

　4．770mg／L－　150mg／L

　、3．5mg／L　　　6mg／L

　381mg／L　　　1．525mg／L

　39mgノ：L　　　　20rpg／L
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　このうちのB．は3．の表中の3．と4．に対懸するもの

であつて，その値はよく一致している。ただH：CO3一，

free　CO2，pH　との間に若干変な測定値がみられるの

で，さらにL2の事項について槍討を要する。

　B．ではやはり揚水量が少なかつた。B．の『ガス成分は

興昧がある。恐らくCH4が多くてCO2とN2が少な

い型のものと推定するQなおB．の水はCa癌に富むも

のとも思われl　Ca軸，Mg＋＋，C1一の関係を例えば静岡

縣下の大井川暦群の地下水などと比較研究してゆくべき

・と思うQその時にはRCO3一，：KMnO4浩費量1一，Br

もともに測られるべきであるo　A，Bともにわれわれの

予期した程度の結果が得られている。要するに簸川平野

の沖積暦のガスは深度100m以浅でシ4”級の井戸から

ガスリフトにょつて，ガス量200，m3／day前後，ガス水

地1：4位の値が一般的標準であつて・この大略の数字

が試掘の結果得られたのであるから・当地域におけるガ

スの利用は，この基礎の上に立つて研究・発展せしめて

ゆくべきであると考えるのである8）。

一なお第三紀中のガスおよび水の成因と賦存状況は，興

昧ある問題である。ここセは久木地区の沖積暦ガス附随

水に，C1－9，000mg／Lをこえるものがあることが想起

される。：R－3の地下水にはcl－4，770mp／Lであるの

で，沖積層中にC1一の多いConnate　waterがあつて，

これがしぼり出されてガスとともに下部の第三紀暦に移

り，その後沖積のガス鉱床が破壌され，陸水ρ影響の強

い処で新らしいガス鉱床が生成破壌されているとする考

え方にも，第三紀起源の考えとともに一懸の注目をする

必要があろう。R－3井の沖積暦のように，ぞの上下から

強い陸水の浸入をうけるものにあつては，北海道石狩準・

野等と同様に，相当に急速な化学元素の均一分布化が，行

われるであろうことは推定に難ぐない。diss．CH4が深P

度12G～160mに多いことは，上の考え方を一腰注目す

べきであると．する1つの陰の資料であろうかと思う。沖ら

積粘土中のCl一等の測定が実施されることを希望するひ

　　　　　　　　　　　（亘召禾027年5月稿）
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